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全学ニュース

スラブ・ユーラシア研究センターのディビッド・ウルフ教授が
フンボルト賞を本学初受賞

■全学ニュース

　スラブ・ユーラシア研究センターの
ディビッド・ウルフ教授がフンボルト
賞を本学で初めて受賞しました。同賞
は、ドイツ政府が全額出資するアレク
サンダー・フォン・フンボルト財団が
創設したドイツで最も栄誉ある学術賞
です。基礎的な発見、新しい理論ある
いは発見が、当該研究領域を超えて永
続的な影響を及ぼし、さらに、将来も
優れた研究を生み続けることが期待さ
れる研究者に与えられます。これまで
日本人では、小柴昌俊、村山斉、小林
俊行、野水克己ら自然科学の研究者が
受賞しています。
　受賞はウルフ教授の30年間にわた
る、20世紀ロシアのアジアにおける活
動の歴史についての研究に対するもの
です。同教授のハルビンに関する著作
（To the Harbin Station、Stanford、
1999/ 邦訳『ハルビン駅へ』講談社、
2014年）は、新しい帝国論の基礎的な

テキストであると見なされており、従
来は機密文書とされていた文書館史料
による覇権主義の慣行についての、よ
り広範で、きめの細かい分析に基づく
ものでした。同教授が編集あるいは共
同編集された書籍や雑誌の特集号で
は、30人以上の日本人歴史家によるエ
ッセイや論考を含む、多くの北東アジ
ア研究の成果が英語圏の読者に紹介さ
れました。ウルフ教授は、4つの大き
なプロジェクトを進めている最中で、
これまでの研究よりもさらに影響力の
ある研究成果を出す可能性があると見
られています。
　この10年間、ウルフ教授は、本学と
ルートヴィヒ・マクシミリアン大学
（ミュンヘン）の間の学術協定に基づ
いて、アジアにおけるロシア研究のた
めに新たに設けられた教授ポストと緊
密に協力してきました。これは、ロシ
ア東方研究のためのヨーロッパで唯一

の学術ポストであり、現在、ロシア医
学史の著名な専門家であるアンドレア
ス・レンナー氏がこの教授になってい
ます。ウルフ教授は、同大学で講義を
行い、同大学にスラブ・ユーラシア研
究センターの2人のポスドクを派遣し
たことに加えて、同大学の高等研究所
を訪問し、北太平洋のイニシアティヴ
というテーマでモスクワのドイツ歴史
研究所との間で研究協力を行い、ハイ
デルベルク大学の北太平洋に関する叢
書の編集顧問を務めました。このよう
なドイツとの密接な研究協力も高く評
価されました。
　授賞式は、2023年6月にベルリンで
開催されるドイツ大統領主催の晩餐会
で行われる予定です。

（スラブ・ユーラシア研究センター）

ウルフ教授の著作『ハルビン駅へ』 ウルフ教授
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全学ニュース

　6月9日（木）から7月28日（木）ま
で、本年度の公開講座（全学企画）を
オンラインで開催しました。
　新型コロナウイルス感染症の世界的
流行は、経済や社会に多大な影響を与
え、私たちの日常生活や価値観を劇的
に変化させました。今後、いかなる形
でパンデミックが収束をみるとして
も、これまでに起きた変化には不可逆
的と思われるものが多く、様々な分野
で新たな「常識」が生まれている状況
です。これらの状況を踏まえて「コロ
ナ時代の新常識」を共通のテーマと
し、公開講座実施専門部会（座長：鈴
木　仁 地球環境科学研究院教授（当

時））において全学から選ばれた8人の
講師が、それぞれの専門分野からこの
共通テーマを受け止める形で講義を行
いました。
　講義では、会計学、下水疫学、薬
学、心理学や看護学など幅広い専門分
野から、コロナ禍を通じた変化に関す
る最新の研究や社会の動向について取
り上げました。
　講義後の質疑の時間には、受講生か
らの熱心な質問があり、受講生の意欲
の高さが感じられるとともに、講義内
容の理解を深める貴重な時間となりま
した。
　昨年度に引き続きオンライン開催と

したため、道内外から87名が本講座を
受講しました。今年度はオープンエデ
ュケーションセンターの協力を得て、
リアルタイム配信に加えてアーカイブ
配信も行いましたので、都合の良い時
間に受講できると大変好評でした。全
学企画だからこそ提供できる本講座の
学びについて、多くの受講者から、講
義内容の幅広さと深さ、講師のわかり
やすい説明に高い評価が寄せられまし
た。

（学務部学務企画課）

令和4年度北海道大学公開講座（全学企画）
『コロナ時代の新常識』を開催

各回の講義題目と講師

第1回「コロナ禍とその後の世界－経済からの展望－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北海道大学理事・副学長　吉見　宏）
第2回「新型コロナの唾液検査の開発秘話から読み解く新型コロナの今後」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（医学研究院　教授　豊嶋　崇徳）
第3回「心理学から見たマスク生活でのコミュニケーション」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文学研究院　教授　河原　純一郎）
第4回「下水疫学に基づく新型コロナ流行実態の把握」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工学研究院　准教授　北島　正章）
第5回「ナノテクが薬を変える！？」　　　　（薬学研究院　助教　中村　孝司）
第6回「新型コロナ治療薬の開発：北大創薬センターの取り組み」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（薬学研究院　教授　前仲　勝実）
第7回「シニアの気持ちと活動：コロナ禍を経験して見えてきたこと」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（保健科学研究院　准教授　平野　美千代）
第8回「新型コロナウイルスとナッジ政策」　（経済学研究院　教授　橋本　努）

質疑応答を行う経済学研究院の橋本教授（写真上）と
高等教育推進機構の三上直之准教授（写真下）

吉見理事・副学長による講義
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全学ニュース

令和4年度北海道大学レーン記念賞授与式を挙行

　6月21日（火）、高等教育推進機構に
おいて、令和4年度北海道大学レーン
記念賞授与式を挙行しました。
　レーン記念賞は1・2年次の英語の成
績が特に優秀な学生を表彰する制度
で、昭和40年から「レーン記念奨学
金」として始まり、平成9年からは「レ
ーン記念賞」と名を改め、今回を含め
411名の学生に授与されています。
　授与式は、受賞者8名のうち7名が出
席し、山口淳二理事・副学長、渡邊
洋名誉教授、外国語教育センターの奥
聡教授及び土田映子教授、平田公明学
務部長の列席のもと執り行いました。
　最初に、奥教授からレーン記念賞の
歴史と、本賞に名をいただいているハ
ロルド・Ｍレーン（Harold M.Lane）
先生の功績についての説明がありまし
た。
　次いで、山口理事・副学長から受賞

者へ賞状、記念メダルが授与され、
「ハロルド・Ｍレーン先生のように、
皆さんも周りの人から敬愛されるよう、
また世界にはばたく人間となるよう、
身につけた英語力により一層磨きをか
け、国際性豊かな人間として周囲から
親しまれる社会人を目指してくださ
い」との激励の言葉が贈られました。

（学務部学生支援課）

受賞者記念撮影 授与式の様子

受賞者記念撮影 授与式の様子

受賞者

文学部　　　石　本　万　象
教育学部　　薮　本　佳　奈
経済学部　　生　田　千　晶
医学部　　　吉　村　榛　人
医学部　　　嶋　本　誠　児
工学部　　　川　合　香奈衣
工学部　　　小　浦　　　姿
農学部　　　鵜　飼　夕　菜

令和4年度北海道大学宮澤記念賞授与式を挙行

　6月28日（火）、高等教育推進機構に
おいて、令和4年度北海道大学宮澤記
念賞授与式を挙行しました。
　宮澤記念賞は、1年次に履修した外
国語科目のうち、ドイツ語、フランス
語、ロシア語、スペイン語、中国語及
び韓国語の成績が特に優秀な学生を表
彰する制度で、今回が8回目となりま
す。
　授与式は、受賞者10名のうち8名が
出席し、山口淳二理事・副学長、奥

聡外国語教育センター長、平田公明学
務部長の列席のもと執り行い、山口理
事・副学長から受賞者へ賞状が授与さ
れ、宮澤・レーン事件や宮澤弘幸氏が
国際的な活動に熱心な学生であったこ
とについてのお話と共に、「本賞の主
旨を理解し、今後、益々活躍すること
を期待しています」との激励の言葉が
贈られました。

（学務部学生支援課）

受賞者

文学部　　　寺　村　拓　飛
文学部　　　門　司　奈　乙
文学部　　　渡　部　正　稔
文学部　　　成　田　陸　人
教育学部　　安　井　千　遥
法学部　　　荒　木　裕　介
法学部　　　菊　地　アルドレン
法学部　　　富　樫　慶　宣
法学部　　　後　藤　有　希
経済学部　　前　田　怜　南
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全学ニュース

令和4年度北海道大学新渡戸賞授与式を挙行

　7月12日（火）、高等教育推進機構に
おいて、令和4年度北海道大学新渡戸
賞授与式を挙行しました。
　新渡戸賞は優秀な学部生の育成を目
的として平成17年度に設けられた制度
で、1年次における学業成績が特に優
秀で、かつ人格に優れ、他の学生の模
範となる2年次生に対して、奨励金が
給付されます。
　授与式は、受賞者13名のうち11名が
出席し、山口淳二理事・副学長、平田

公明学務部長列席のもと執り行い、山
口理事・副学長から賞状が授与され、
新渡戸稲造博士の業績についてのお話
と共に「今回の受賞を契機に、皆さん
には自らの教養を深め、学問に精励
し、これからの大学生活をより一層有
意義なものにすると共に、世界に羽ば
たく人間へと成長していただきたい」
との激励の言葉が贈られました。

（学務部学生支援課）

受賞者

文学部　　　　吉江　健太郎
教育学部　　　小林　龍馬
法学部　　　　小川　奈々
経済学部　　　逸見　京花
理学部　　　　相内　達真
医学部（医）　古賀　多祐人
医学部（保健）川橋　陸
歯学部　　　　本村　優未子
薬学部　　　　手塚　かなめ
工学部　　　　兼田　大生
農学部　　　　佐藤　桃
獣医学部　　　本田　啓汰
水産学部　　　本名　弘忠

受賞者記念撮影 授与式の様子

講演の様子 講師の安東専門員

科学研究費助成事業実務担当者向け説明会を開催

　7月22日（金）、学術交流会館におい
て、科学研究費助成事業実務担当者向
け説明会を開催しました。
　本説明会は、科学研究費助成事業
（科研費）の円滑な実施に資すること
を目的として開催したもので、独立行
政法人日本学術振興会から講師として
研究事業部研究助成第三課の安東正隆
専門員を招へいし、「科研費制度の概

要」「科研費の応募・審査」「科研費
の管理と適正な執行」「研究費の不正
使用、研究活動における不正行為の防
止」等について講演していただきまし
た。
　当日は、各部局等において科研費に
係る事務手続や経費管理、研究室の研
究支援業務に従事している実務担当者
約100名の他、道内国公立大学の実務

担当者約20名が参加し、参加者から科
研費の使用方法や事務手続について多
くの質問が寄せられたほか、説明会後
も活発な意見交換が行われ、大変有意
義な説明会となりました。

（研究推進部研究振興企画課）
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全学ニュース

　7月16日（土）、日本科学技術振興機
構（JST）との共催により、「さくら
サイエンスプログラム オンライン大
学訪問」を開催しました。
　本イベントはJSTが海外の高校生・
大学生を対象に、日本の大学を訪問し
ているかのような疑似体験をオンライ
ン上で提供し、日本への関心と留学意
欲を高めてもらうことを目的として
2020年12月から毎回異なる大学と実施
しているもので、今回本学と共催する
運びとなりました。
　本イベントでは、理学院2年の
SUPHAPOLTHAWORN Suphakorn
さんが司会を務める中、JSTさくらサ
イエンスプログラム推進本部の岸　輝
雄本部長からの開会挨拶に続き、寳金
清博総長からビデオメッセージでの挨
拶が行われ、本学から2名のノーベル
賞受賞者を輩出したこと、THE イン
パクトランキング 2022で高い評価を
受けたことなどを紹介しました。
　続いて、髙橋　彩副理事による大学

紹介が行われ、北海道や本学で学ぶ魅
力の他、現代日本学プログラム課程及
びIntegrated Science Programの説明
を行いました。
　伊藤　肇教授（工学研究院/化学反
応創成研究拠点）による模擬講義で
は、“Mechanochemistry: Revolution of 
Material Production”（メカノケミス
トリー：材料生産の革命）と題して、
有機溶剤を使わずに「機械的な力」で
化学反応を引き起こすメカノケミスト
リーと呼ばれる最先端の研究分野につ
いて講演を行いました。引き続き行わ
れたラボツアーでは、普段は見ること
のできない創成研究機構の実験室を紹
介した他、実際に実験中の学生にイン
タビューを行うなど、研究の醍醐味を
伝える機会となりました。
　石見　禎講師（メディア・コミュニ
ケーション研究院）がモデレーターを
務めた外国人留学生による留学生活紹
介では、現代日本学プログラム課程の
RIOS Joseさん、Integrated Science 

ProgramのWANG Maiaさん、QURESHI 
Irtazaさん、RIEWLUANG Sirateeさ
んが登壇し、北海道や本学での留学生
活で気に入っていること、留学生活で
直面した課題や経験から学んだことな
どについてそれぞれ紹介しました。
　最後の質疑応答セッションでは、髙
橋副理事、伊藤教授及び留学生2名が
再登壇し、イベント中にウェビナーQ
＆Aボックスに寄せられた質問の中か
らいくつかピックアップし、ライブで
回答しました。
　当日は世界42の国と地域から1,886
名の参加があった他、170件を超える
質問が寄せられ、本学や日本の大学へ
の関心の高さがうかがえました。な
お、本イベントの収録動画は以下の
JST特設ページで視聴可能です。
https://ssp.jst.go.jp/en/jst/online/online16.html

（国際部国際連携課、学務部入試課、
社会共創部広報課）

さくらサイエンスプログラム オンライン大学訪問を
日本科学技術振興機構と共催

外国人留学生による留学生活紹介 ラボツアーで学生にインタビューをする伊藤教授

質疑応答セッションの様子
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　7月27日（水）、内閣府のバイオコミ
ュニティ推進委員（主査：上山隆大総
合科学技術・イノベーション会議議員）
が、「北海道プライムバイオコミュニ
ティ」関連施設を視察されました。
　委員は、まず農学研究院で野口　伸
教授からスマート農業の取組に関する
説明を受けた後、浦臼町の無人ブドウ
剪定車両を遠隔操作する様子を視察さ
れました。また、同研究院の曾根輝雄
教授から、本年4月に開設された北海
道ワイン教育研究センターの取組説明
を受け、センター棟としてリノベーシ

ョン予定の旧昆虫学及養蚕学教室と旧
昆虫標本室を視察されました。
　続いて、委員は北方生物圏フィール
ド科学センターの宮下和士センター長
らの案内で第一農場の畜舎を視察。さ
らに、工学研究院の石井一英教授らの
案内でロバスト温室を視察されまし
た。その後、工学研究院で石井教授が
プロジェクトリーダーを務める共創の
場形成支援事業「地域エネルギーによ
るカーボンニュートラルな食料生産コ
ミュニティの形成拠点」の取組につい
て意見交換を行いました。

　最後に、委員から視察の講評をいた
だくとともに、寳金清博総長との意見
交換が行われました。
　なお、委員は、北海道プライムバイ
オコミュニティ関連施設視察の前日26
日（火）にも、大学改革や地域中核・
特色ある研究大学総合振興パッケージ
について寳金総長と意見交換され、化
学反応創成研究拠点（ICReDD）やグ
ローバルファシリティセンターを視察
されました。

（社会共創部社会連携課）

内閣府が「北海道プライムバイオコミュニティ」関連施設を視察

第一農場での視察の様子 ロバスト温室での視察の様子
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　7月14日（木）、本学の特色ある教育
研究活動や運営状況等を社会に向けて
わかりやすく発信することを目的とし
た「定例記者会見」を開催しました。

吉見　宏理事・副学長（広報・社会連
携室長）の進行のもと、理学研究院の
相馬雅代准教授が発表し、北海道教育
庁記者クラブ加盟社等から4名の参加

がありました。発表内容は以下の通り
です。

（社会共創部広報課）

令和4年度第4回　定例記者会見を開催

定例記者会見の様子 発表を行う相馬准教授

記者からの質問に答える相馬准教授 吉見理事・副学長と相馬准教授

発表事項（発表者）

・鳥の研究から人間を知る　（理学研究院　准教授　相馬　雅代）
　※発表資料掲載URL
　　https://www.hokudai.ac.jp/introduction/gov/office/pr/press-conference/R4.html
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北大フロンティア基金

　北大フロンティア基金は、本学の創基130年を機に、教育研究の一層の充実を図り、これまで以上に自主性・自立性を発
揮して大学としての使命を果たすため、平成18年10月に創設しました。
　奨学金制度の充実や留学生への支援などの学生支援を中心に、研究支援、学部等支援など様々な事業を行っており、期限
を付さない、息の長い募金活動をすることとしています。
　皆様には基金の趣旨にご賛同いただき、ご協力をお願いします。

　法人等27社、個人610名の方々から15,836,331円のご寄附を賜りました。
　そのご厚志に対しまして感謝を申し上げますとともに、同意をいただいている方々のご芳名、銘板の掲示について掲載さ
せていただきます。（五十音別・敬称略）

34,125件　5,931,481,799円
（6月30日現在）

北大フロンティア基金情報
基金累計額

6月のご寄附状況

株式会社アスクゲート、アンサンブル・フラテ、株式会社エイト、江別市立病院、エモーショナルリンク合同会社、

社会医療法人柏葉会　柏葉脳神経外科病院、クボタ環境エンジニアリング株式会社、株式会社クレタ、有限会社札幌庭園工業、

医療法人社団　札幌道都病院、しべつ内科クリニック、ジャパンレンタル株式会社、善端水産、大日本印刷株式会社、

社会医療法人　平成醫塾　苫小牧東病院、株式会社ナゴウェブ、柏楊印刷株式会社、株式会社 馬場本商店、平尾建築事務所、

医療法人健祈会　松本呼吸器・内科クリニック、マルトマ苫小牧卸売株式会社、株式会社RUNWAYS、株式会社リクエストエージェント

寄附者ご芳名（法人等）

寄附者ご芳名（個　人）

合川　正幸

池本　弘之

猪股　路子

縁記　和也

小澤　信一

兼平　　孝

久保田　充

坂本　大介

杉江　和男

相馬　　満

巽　　聡子

土川　陽子

樋本　　毅

野口　　豪

春川　幸代

藤田　美芳

増山　邦彦

南　　　修

矢嶋　　剛

山田　澤明

会田　和男

石田　克平

井原　　博

遠藤　公憲

小田原一史

河本　充司

黒郷多津子

佐藤　惣人

杉原　柊哉

高木　　勲

舘沼　良充

土家　琢磨

長岡　宗男

萩原　寛司

番場　　堅

二村　孝文

町田荘一郎

宮澤　達也

安江　　健

山本　　正

青木　俊介

一坊寺英夫

入澤　秀次

大島　稔彦

小野　善平

木暮　靖志

合田　泰之

三升畑元基

杉山　　正

髙島　利彦

田中　稲藏

寺澤　　睦

中田　久雄

花田　秀一

廣木　　誠

細田　朋彦

松原　謙一

宮田　信幸

柳谷　君予

湯川　康史

青木　宏之

伊藤　清治

内山美也子

大野　耕一

小原　大和

岸　　海斗

上月　　浩

志済　聡子

鈴木　誠一

髙橋　英樹

田中　一哉

照屋　　均

中塚　英俊

花田　眞吉

弘光　武雄

堀江　直人

丸岡　隆之

宮本　雅章

山岸　秀子

横田　　篤

赤坂　昭博

伊藤　広一

馬詰　裕道

大原　正範

角田　　登

衣川　暢子

小林　賢人

下沢　英二

鈴木　貴之

高畑　　望

田中　伸哉

峠舘　幸子

中野　高広

花田　裕子

福士　幸治

本田　精一

三浦　　悟

村上　泰一

山口　　彰

横山　　考

朝比奈　肇

伊東　正剛

梅本　由佳

奥芝　俊一

加藤　紘之

木村　祐介

齊藤　　晋

下島　清子

須藤　　進

高林　秀樹

谷野美智枝

道免　寛充

中村　昌弘

浜野　哲男

福永　悟郎

本田　孝雄

水木　伸一

村瀬徳啓充

山口　圭介

吉田　広志

阿部　雅史

伊東仁慈子

浦　　信行

奥田　英信

金川　眞行

葛綿　正一

齋藤　卓哉

下村　礼子

関口　昌人

武井　　理

千葉　成子

富永　崇司

中村　楯夫

原　　敬志

藤川　秀樹

前田　　博

三田部　充

八重樫幸一

山口　健輔

渡辺明日香

猪狩　智生

稲辺　隆史

枝澤　　寛

小沢　研二

兼田　博司

久野　由博

齋藤　　久

菅原　新也

瀬名波栄潤

竹林　圭介

塚田　明稔

豊田　威信

西田　実弘

原田　　耕

藤澤　裕子

眞崎　剛瑠

三橋　隆志

八木　　勉

山口　淳二

渡辺　勝重
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〈感謝状の贈呈〉

株式会社日立製作所　様（令和4年7月7日） 積水化学工業株式会社　様（令4年7月22日）

大家 邦久　様（令和4年7月22日） アジア航測株式会社　様（令和4年7月22日）

銘板の掲示　20万円以上のご寄附で新規に銘板を掲示される方
（個　人）
　大島　稔彦、大野　耕一、野口　　豪、藤川　秀樹、安江　　健

（法　人）
　江別市立病院、株式会社 馬場本商店、医療法人健祈会　松本呼吸器・内科クリニック、医療法人社団　札幌道都病院

（社会共創部広報課）

①給与からの引き落とし

北大フロンティア基金に関する問い合わせ　卒業生・基金室基金事務担当（事務局・学内電話   2017）

ご寄附のお申し込み方法

北大フロンティア基金ホームページの「教職員の方によるご寄附について」にアクセスしてください。
https://www.hokudai.ac.jp/fund/howto-staff.html

ホームページから「北大フロンティア基金申込書（兼・給与口座からの引落依頼書）」をダウンロードし、ご記入の上、
卒業生・基金室基金事務担当に提出してください。

③現金でのご寄附
寄附申込書に現金を添えて、卒業生・基金室基金事務担当にご持参ください。
申込書は、ホームページから「北大フロンティア基金申込書（教職員現金用）」をダウンロードしてご記入いただくか、
卒業生・基金室基金事務担当にもご用意していますので、お越しいただいてからご記入いただくことも可能です。

②郵便局または銀行への振り込み
卒業生・基金室基金事務担当にご連絡ください。払込取扱票をお送りします。

④クレジットカード決済・コンビニ決済でのご寄附
北大フロンティア基金ホームページ
（https://www.hokudai.ac.jp/cgi-bin/fund/bin/xRegist.cgi）の寄附申し込みフォームから申込をお願いします。
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　5月28日（土）、2022年度のDEMOLA 
HOKKAIDO 1st Batchの最終発表の
場であるファイナルデモンストレーシ
ョンを開催しました。今回のファイナ
ルデモンストレーションも前回同様、
新型コロナウィルス感染予防対策を取
り、オンラインとリアル会場を併用し
たハイブリッド形式で実施し、北大生
だけでなく、北海道教育大学釧路校や
東京理科大学などの遠方の学生も参加
しました。
　今回の参加企業は、株式会社燃焼合
成、カタギリ・コーポレーション株式
会社、株式会社きのとやの3社で課題
はそれぞれ以下のとおりです。

課題
　株式会社燃焼合成『その技術は何の
ため？「熱」を操り、未来を快適に』
　カタギリ・コーポレーション株式
会社『レンタル/シェアリングで描く

2030年のライフデザイン』
　株式会社きのとや『「きのとや」ブ
ランドが結ぶリレーションシップ』

　DEMOLAはフィンランド発の産官
学連携イノベーション創出プラット
フォームであり、世界16ヵ国、60大学
以上が参加している国際的な企業課題
解決ネットワークです。学生と企業担
当者が一緒にチームを組み、企業のリ
アルな課題解決に取り組むのが特徴で
す。
　日本では初めて、2018年から北海道
大学が導入し、約4年間かけて25社28
課題に取り組む活動を展開してまいり
ました。参加学生は、北海道大学をは
じめ小樽商科大学、北海道情報大学、
藤女子大学、札幌市立大学など北海道
を中心とした地域の学生でしたが、
2020年度以降は新型コロナウィルス感
染拡大の影響もあり、フルオンライン

での開催体制を整えたことから、本州
の学生や海外在住の学生の参加も実現
しています。
　2022年度は全3回に渡り開催する予
定で、現在第1回を終え、第2回が8月6
日からスタートします。第2回の説明
会に参加を希望した学生数は100名を
超え、北海道大学からのほか、早稲田
大学、明治大学、東京工業大学、東京
理科大学、小樽商科大学、旭川医科大
学、北海道情報大学、藤女子大学の学
生及び留学生の応募がありました。よ
り多様性に富んだメンバーでのディス
カッションが実現できることを期待し
ています。
　詳細に関しましては、産学・地域
協働推進機構D EM O L A事務局
（demola@mcip.hokudai.ac.jp）までお
問い合わせください。

　（産学・地域協働推進機構）

2022年度 DEMOLA HOKKAIDO 1st Batchが無事終了

集合写真（Final Demo） 集合写真（きのとやチーム）

集合写真（燃焼チーム） 集合写真（片桐チーム）
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　5月28日（土）から6月3日（金）に
かけて、札幌市内で行われた駐日フィ
ンランド大使館主催の北海道フィンラ
ンドウィークに合わせ、DEMOLA 
Global社のCEO Ville Kairamo氏が来
札しました。
　DEMOLA Global社はフィンランド
のタンペレで設立した会社で、世界各
地のDEMOLAプログラムの運営やサ
ポートを行っています。DEMOLAは
産官学連携イノベーション創出プラッ
トフォームであり、世界16ヵ国、60大
学以上が参加している国際的な企業課

題解決ネットワークです。学生と企業
担当者が一緒にチームを組み、企業の
リアルな課題解決に取り組むのが特徴
です。
　日本では初めて、2018年から北海道
大学がDEMOLA Global社の協力を受
け導入し、約4年間かけて25社28課題
に取り組む活動を展開してきました。
　6月1日（水）にVille Kairamo氏
（CEO）、Janne Eskola氏（VP）、
Tommi Järvinen氏（Chief Strategist）
及びNetta Hongisto氏（Co-creation 
expert）が北海道大学フード＆メディ

カルイノベーション国際拠点（FMI）
を訪問し、およそ1時間半にわたり学
生との交流会を行いました。当日は、
7名の学生と2名の企業担当者が集い、
英語、日本語、フィンランド語で
DEMOLAの感想やフィンランドにお
ける最新のビジネストレンドなどをト
ピックに歓談し、フィンランドと北海
道の貴重な文化交流の場となりまし
た。

  （産学・地域協働推進機構）

DEMOLA GLOBAL社CEO Ville Kairamo氏が
北海道大学を訪問

集合写真（後列左から3番目がVille Kairamo氏） 交流会での意見交換の様子
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　北海道大学を主幹機関とする「北海
道未来創造スタートアップ育成相互支
援ネットワーク（HSFC（エイチフォ
ース、“叡智の力”））は、本年5月に科
学技術振興機構（JST）による研究成
果展開事業 大学発新産業創出プログ
ラム スタートアップ・エコシステム形
成支援の採択を受け、6月24日（金）
にHSFCプラットフォームキックオフ
ミーティングを開催しました。
　本キックオフミーティングはハイブ
リット形式で開催し、主幹機関の統括
責任者である寳金清博総長からの挨拶

に続いて、オンラインでご臨席いただ
いた文部科学省科学技術・学術政策局 
産業連携・地域振興課の井上睦子課長
からご来賓の挨拶をいただき、我が国
のスタートアップ創出の重要性につい
てお話いただきました。
　その後、本事業概要やGAPファン
ド公募の説明がなされ、幹事自治体で
ある札幌市から札幌・北海道における
スタートアップ・エコシステムの構築
について説明がなされました。
　このキックオフミーティングは、第
1回HSFC（エイチフォース）プラッ

トフォーム推進会議を兼ねて開催する
形で行われ、各部会の設置や外部委員
の選任等がされ、盛会のうちに終了し
ました。
　HSFC（エイチフォース）は、「オ
ール北海道」体制で北海道のスタート
アップ・エコシステムの形成に向けた
様々な事業を展開し、スタートアップ
創出による北海道の産業構造の変革と
豊かで住みやすい北海道の実現を目指
します。

（社会共創部産学連携課）

スタートアップ・エコシステム形成支援 
HSFCプラットフォームキックオフミーティングを開催

開会挨拶を行う寳金総長 来賓挨拶を行う文部科学省の井上課長
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全学ニュース

　サステイナビリティ推進機構は、7
月1日（金）、令和4年度第1回サステイ
ナビリティ推進員会議をオンラインで
開催しました。各部局のサステイナビ
リティ推進員及び同補佐の他、施設部
職員等合わせて85名が出席しました。
　サステイナブルキャンパスマネジメ
ント本部長の菅原修孝理事より開会の
挨拶の後、次にSDGs事業推進本部長
の横田　篤理事・副学長よりサステイ

ナビリティ推進員制度について説明を
行いました。 
　協力要請として、令和4年度夏季の
省エネルギー対策の他、「生態環境保
全管理方針」希少種リスト植物版の改
定や、ゼロカーボン関連専門家リスト
の作成について説明がありました。
　また、THEインパクトランキング
2022、「北海道大学のSDGs達成への
取り組みと教育研究活動」の実施及び

施設管理2020についての報告がありま
した。主な議題は下記のとおりです。
　サステイナビリティ推進機構では、
今後も引き続き、部局等と連携を図り
ながらサステイナビリティ推進に関す
る活動を実施して参ります。

（サステイナビリティ推進機構）

令和4年度第1回サステイナビリティ推進員会議を開催

1．サステイナビリティ推進員制度について
2．令和４年度夏季の省エネルギー対策について
3．「生態環境保全管理方針」希少植物リストの改定等について
4．ゼロカーボン関連専門家リストの作成について
5．THEインパクトランキング2022について
6．FDの実施について
7．施設管理2020について
8．今後の施設整備について

議題等

THEインパクトランキング2022について説明を行う横田理事 令和３年度エネルギー消費状況の報告（会議資料から抜粋）

会議の様子



北大時報  No.821／令和4年（2022年）8月14

部局ニュース

■部局ニュース

　理学部は、6月10日（金）、13日
（月）～15日（水）、17日（金）、21日
（火）の6日間に渡って、キャリアカ
フェ2022「学部の学びのソノサキ・博
士課程大学院生によるオムニバスセミ
ナー」を開催しました。これは、理学
院及び理学部に関連のある大学院に在
籍する博士後期課程の大学院生が、理
系学部生、大学院生に対して「聴衆に
身近な立場」からキャリアパスについ
て講演するものです。
　はじめに、久保英夫理学院・理学部
キャリア委員会委員長が博士人材への

社会の期待やフェローシップ制度等の
最新の動向について紹介し、続いて6
名の大学院生が日替わりで登壇し、博
士課程での研究の魅力や、進路選択に
まつわる悩みと決断、将来の展望など
を話しました。質疑応答では学部生な
どから研究や博士進学に関する質問が
寄せられました。
　Zoomを用いたハイフレックス形式
で開催されたセミナーには、会期を通
した延べ人数でオンサイト110名、オ
ンライン60名の参加者がありました。
　北海道は情報の集まる東京圏から遠

く離れているという地理的条件のた
め、学生は働くこと、研究を行うこと
への心の準備が遅れがちです。博士後
期課程大学院生という身近なロールモ
デルを提示することで、学部生や修士
大学院生が博士進学もキャリアパスの
ひとつとして意識できるようになるこ
と、また、将来への不安を払拭し、学
部や大学院での活動に対するモチベー
ションが向上することを期待します。

（理学院・理学研究院・理学部）

理学部でキャリアパス企画「キャリアカフェ」を開催

フェローシップ制度について紹介する久保委員長 会場の様子

講演する大学院生
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　理学院では、6月29日（水）に理学
部大会議室において、令和4年度理学
院優秀研究奨励賞授与式を挙行しまし
た。
　この賞は、理学に関する優れた研究
を推進する学生を表彰し、研究のさら
なるステージアップを支援することを
目的に、博士後期課程学生1年生及び2

年生を対象として平成30年4月に設け
られました。
　今年度は、創造性に富む卓越した研
究計画を立案し、これに取り組んでい
る19名が受賞者に選ばれました。
　授与式では、永井隆哉理学院長か
ら、この賞の趣旨説明とお祝いの言葉
が述べられた後、表彰状が一人ひとり

に手渡されました。今後も、この賞が
本学院学生の基礎科学に関する深い洞
察力と創造性、研究立案能力の向上を
一層喚起するものとなることを期待し
ています。

（理学院）

今年度の受賞者と永井学院長（中央左）、
金川眞行理学・生命科学事務部長（中央右）

令和4年度理学院優秀研究奨励賞授与式を挙行
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　大学院の授業「博物館コミュニケー
ション特論 学生発案型プロジェクトの
企画・運営・評価」の一環として、理
学院と教育学院に所属する受講生12名
が展示を案内して、参加者に写真撮影
していただき、その写真を参加者と受
講生とで共有して語り合い、マップを
制作するワークショップ「ミュージア
ム･フォト・ウォーク　みる・きく・
はなす 博物館入門講座」を開催しま
した。札幌圏の文化施設が夜間開館し
て様々な企画を実施するカルチャーナ
イトに総合博物館も参加した7月22日
（金）の夜、そして7月24日（日）の
午後、2日間とも2時間、同じ内容で実
施しました。
　ワークショップの目的は、事前調査
した結果を受けて、特にコロナ禍で来
館機会の少ない本学の1年生をはじめ
来館経験が多くはない方を主対象に、
博物館の魅力を一つでも知っていただ
き、来館のきっかけをつくることで
す。このため、まず、参加者を3、4名
のグループに分けて、受講生が自身の
専門分野や関心のあるエリアを解説し
て案内するツアーを実施し、参加者に
は気になった展示やスポットを自身の
スマートフォンで撮影していただき、
その後、参加者同士や受講生と写真を
見せ合って各自の視点を共有して館内
のおすすめマップを作成し、楽しみ方
を見つけていただく内容としました。
　最初の「館内散策パート」で受講生
が解説したスポットは北大の歴史、北
極域研究センター、理学部、獣医学
部、地震火山研究観測センター、古生
物の部屋、鉱物・岩石の部屋ですが、
ツアーを誘導する受講生が他の展示も

紹介しながら全館を巡りました。参加
者は展示解説を聞きながら、様々な場
所で、思い思いのアングルで気になる
展示などを撮影しました。
　ツアー後の「博物館の魅力を共有す
るパート」では、参加者各自が多数撮
影した写真からお気に入りの一枚を選
び、その場で写真を印刷してメッセー
ジを書き込んでいただきました。参加
者が互いに写真を見せ合い、受講生も
グループに加わって参加者が見出した
博物館の楽しみ方を語り合いました。
そして、大きなA0判の館内マップに
その写真を貼って、2日間の講座参加
者と受講生によるマップを完成させま
した。
　2日間の参加者は小学生から20代の
本学学生、60代の市民など21名で、来
館経験が多い方が4名いましたが、他
は初めて、あるいは一度だけ、数回の
方々でした。事後アンケートの結果か
ら、受講生が解説した「館内散策パー
ト」も、写真を見せて楽しみ方を語り
合った「共有パート」も好評でした。
「他の人の写真を見ていろいろな視点
があるんだなと思った。グループの人
といろいろな話ができて楽しかった。
知識のある学生から話が聞けて、普段
では見過ごしてしまうところをしっか
り見られてよかった」、「普段お話し
ないであろう他の来館者と感想を共有
できるのが面白いと感じた」といった
感想が綴られ、全員が再訪を希望しま
した。
　4月から始まったこの授業では、受
講生はワークショップを企画して博物
館の教員達にプレゼンテーションして
実施許可を得て、そしてグループでワ

ークショップを運営するための役割分
担やスケジュール管理の方法を学び、
実践しました。今後、受講生はワーク
ショップでの参与観察の結果とアンケ
ート回答を更に分析し、この取り組み
を振り返ります。総合博物館としては
初めてのInstagramを期間限定で運営
するといった新しいチャレンジも実施
しました。完成した共有マップは館内
1階知の交流ホール前で9月末まで掲示
しますので、ぜひご覧下さい。
　授業のプロセスを伝える学生の記事
を、次のURL で公開しています。
https://www.museum.hokudai.ac.jp/
education/museummeister/cat/lesson/

担当学生：浅利百合子（教育学院）、
岩本歩夢・小木夏海・小林
華子・菅原維・陳心怡・橋
本彩加・林和生・原太郎・
潘若華・舟山草太・山口健
介（理学院）

指　　導：湯浅万紀子（総合博物館）

（総合博物館）

受講生が制作した広報ポスター

受講生による解説ツアー 気になる展示を撮影する参加者達 写真を貼って共有マップを作成

学生企画ワークショップ「ミュージアム・フォト・ウォーク」を開催
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　大学院の授業「博物館コミュニケー
ション特論 ミュージアムグッズの開
発と評価」では、毎年、学生達が総合
博物館オリジナルのミュージアムグッ
ズの企画開発を行います。2021年度は
2つの新しいグッズを開発し、ミュー
ジアムショップぽとろとオンラインシ
ョップで販売されています。
　トートバッグ「ゾウ＆マンモス風呂
敷」は、総合博物館で印象に残る展示
物の一つであるマンモスとゾウをモチ
ーフにした初めてのグッズです。黒地
の風呂敷には、収蔵されているゾウと
マンモスの原寸大の臼歯と、ゾウとマ
ンモスの姿が、ポップなピンクとライ
トグリーン色で鮮やかにデザインされ
ています。館内では、2階のマンモス
の原寸大模型のほかに、2階の獣医学
部展示室にはインドゾウの頭骨が、3
階の古生物の部屋にはマンモスの臼歯
が展示されています。風呂敷には、専
門教員の監修を受けて受講生が制作し
た解説シートが同封されており、これ
らの標本に関して特に歯の生え方に注
目した詳細な説明が施されています。
　100センチ四方の大判サイズの風呂
敷は標本箱も包める大きさ、旅先での
衣類を包んでスーツケースに収めても
便利です。水と汚れに強い「超撥水」
仕様であり、濡らしたくないものを包
んだり、レジャーシートや雨よけとし
て使用したり、災害時には水を運ぶバ
ケツがわりに防災グッズとしてもご利
用いただけます。
　「発掘！ランダムシール　古生物＆
土器」は、3枚のフレークシールが入
ったグッズで、くじ引き方式で購入し
ていただく仕掛けになっています。モ
チーフは古生物と土器で、デザインと
色は全8種類です。古生物シールは、
博物館3階の古生物の部屋に展示され
ているニッポノサウルスとデスモスチ
ルス、マチカネワニの骨格標本を3D
スキャンした正面と側面の画像から製
作されています。土器シールは、北海
道大学埋蔵文化財調査センターと博物
館に収蔵されている北大式土器とオホ

ーツク式の実測図から製作されました。
　いずれにも落ち着いたダークな色と
ファンシーなパステル調の色のバリエ
ーションがあります。気軽に購入して
いただける価格設定とし、そしてくじ
引き形式とすることで何が当たるか分
からない楽しさを味わっていただきた
いと企画しました。ほかに、「当た
り」を引いた方には学生企画グッズ
「博物館タンブラー」をさしあげます。
　くじ本体のパッケージには、専門教
員の監修を受けて受講生がまとめた各
標本の簡潔な説明が示されています。

■「ゾウ＆マンモス風呂敷」
サイズ他：100 cm x100 cm
　　　　　超撥水仕上げ
価格：5,500円（税込）
■「発掘！ランダムシール　古生物＆
土器」

サイズ他：全8種類（1点に3枚封入）
の他、当たりシールあり。
3cm四方・一部に長いシー
ルもあり。

価格：各100円（税込）

2021年度理学院専門科目・大学院共通
科目「博物館コミュニケーション特論 
ミュージアムグッズの開発と評価」
担当学生：安達寛子（生命科学院）、池

田柊・大藪隼平・森本智郎・
Mohammed Galib Hasan 
Abir（理学院）、堀井元章
（総合化学院）、横山由奈
（国際広報メディア・観光
学院） 

デザイン：風呂敷／安達寛子・森本智
郎、ランダムシール／大藪
隼平・横山由奈

監修：風呂敷／江田真毅（総合博物
館）、ランダムシール／守屋豊
人・高倉純（埋蔵文化財調査セ
ンター）、江田真毅・小林快次
（総合博物館）

協力：北海道大学埋蔵文化財調査セン
ター

指導：湯浅万紀子（総合博物館）

（総合博物館）

「ゾウ＆マンモス風呂敷」

くじ引き方式で販売されている
ランダムシール

8種類のランダムシール

「発掘！ランダムシール　古生物＆土器」を
開発した学生達

2022年夏・学生企画の新たなミュージアムグッズの販売開始
―「ゾウ＆マンモス風呂敷」「発掘！ランダムシール　古生物＆土器」―
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　7月1日（金）、歯学研究院に設置す
るデンタルイノベーションスペースに
北海道曹達株式会社が入居しました。
　デンタルイノベーションスペース
は、歯学研究院の研究戦略に基づき、
歯学研究院の研究者と企業が協力関係
をもって展開する事業に必要な場所を
提供することによって、歯学研究の活
性化を促進させるとともに、歯学研究
院の有する研究シーズを基盤とした医
療産業創出及びその担い手となる若手
人材の育成に寄与することを目的とし
て設置されました。本スペースは、歯
学研究院建物のリニューアル工事を行

う際、実験室・実習室等を見直すこと
で捻出した6階の約400㎡のスペースで
運用されています。本スペースの利用
を希望する企業は、最初にプレインキ
ュベーション契約を締結した上で歯学
研究院の研究者と互いの所見や手法・
技術に関する情報交換を行い、本スペ
ースの設置趣旨に合致する事業計画の
策定に至った場合に改めて利用契約を
締結して入居するという流れとなりま
す。
　この度の入居に際し、7月11日
（月）に北海道曹達株式会社の難波正
義代表取締役社長、沖中端見専務取締

役ほか関係者が来学され、網塚憲生研
究院長、八若保孝副研究院長らと、入
居後の事業推進や展望について意見交
換が行われました。
　今後、両組織が相互に協力すること
で、基礎研究から臨床応用といった社
会実装に向けた研究成果の創出や若手
人材の育成、ひいては北海道地域にお
ける産学連携のロールモデルの1つと
して発展していくことが期待されま
す。

（歯学院・歯学研究院・歯学部）

意見交換の様子 （左から）沖中専務取締役、難波代表取締役社長、
網塚研究院長、八若副研究院長

歯学研究院デンタルイノベーションスペースに
北海道曹達株式会社が入居
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　メディア・コミュニケーション研究
院では、5月25日（水）から6月22日
（水）にかけて、全5回の公開講座
「ベルリン：都市は変貌する」（講
師：西村龍一）を開催しました。
　ベルリンはその名前が13世紀に初め
て登場する都市で、ロンドンやパリは
言うに及ばず、同じドイツのハンブル
クやミュンヘンに比べても新興の都市
でした。しかしその比較的短い変貌の
歴史には、中世から現代に至るまでの
ヨーロッパの歴史のエッセンスが、凝
縮された形で詰まっています。この講
座ではそれを、第1回「誕生からフリ
ードリヒ大王まで」、第2回「ドイツ統
一から帝国の首都へ」、第3回「ドイツ
革命からナチ時代へ」、第4回「復興と
壁」、第5回「ドイツ再統一：その首都
として」という講義で辿りました。
　講義のひとつのポイントは、都市に

存在する具体的な建造物が、歴史の変
遷においてその名前や意味を変えるこ
とです。たとえば「ノイエ・ヴァッ
ヘ」は、19世紀初めにベルリン王宮の
衛兵所として新古典主義の様式で建築
されました。その後、第一次世界大戦
後には「世界大戦戦没者記念所」、東
ドイツ時代には「ファシズムと軍国主
義の犠牲者のための警告碑」、再統一
後には「戦争と暴力支配の犠牲者たち
へ」と、追悼の名称が変化するだけで
なく、それに応じて内装も変わってい
きます。そうした変貌を多くの写真資
料で説明していきました。もうひとつ
のポイントは、日本でも見ることがで
きるベルリンに関係した映画を多く紹
介したことです。1980年代の『ベルリ
ン天使の歌』には、今は見ることがで
きない東西分断時代の荒涼としたポツ
ダム広場が映っています。2012年の

『帰って来たヒトラー』では、ブラン
デンブルク門の観光客の間を歩き回
り、彼らにカメラを向けられる＜ヒト
ラー＞が映ります。この映画、ドイツ
語の原題は「彼はまたそこにいる」で
す。昨今の世界情勢との連想をはから
ずも喚起することになりました。
　Zoomによるオンライン開催という
ことで、札幌や道内のみならず関東
圏、遠くは長崎からの参加があり、受
講者の中には、この後、文法書からド
イツ語を勉強したいというメールを寄
せられた方もいました。ベルリンの複
雑な歴史と文化を通じて、ドイツにこ
れまで以上に関心を持ってもらえたの
ではないかと思います。

（メディア・コミュニケーション研究院）

講義のスライド

メディア・コミュニケーション研究院が公開講座
「ベルリン：都市は変貌する」を開催
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部局ニュース

　4月25日（月）から7月1日（金）ま
で、附属図書館（北図書館）で「よう
こそ北大へ！－新生活を彩る、役に立
つ！おすすめ本－」図書展示を開催し
ました。これは北大生協書籍部と連携
して実施したものです。
　新入生向けに、新生活をより豊かに

してもらおうと「アカデミックスキ
ル」「ライフスキル・コミュニケーシ
ョン」「新生活応援」「北海道」の4
つのカテゴリーに分けて展示を行いま
した。また生協のおすすめ本にはPOP
を添え、自分の手元に長く置きたい本
については店頭で購入できることを紹

介しました。
　期間中は展示図書290点のうち246点
が貸し出され、学生の新生活に大いに
役立ったことが窺えました。

（附属図書館）

「ようこそ北大へ！－新生活を彩る、役に立つ！おすすめ本－」
図書展示を開催

図書展示の様子 POPを添えた展示図書



北大時報  No.821／令和4年（2022年）8月 21

部局ニュース

　附属図書館では6月27日（月）、29
日（水）にエルゼビア・ジャパン株
式会社の井上淳也氏を講師に招き、
「Mendeley（メンデレー）」オンライ
ン講習会をZoomにより開催しました。
　Mendeleyは、学術文献の管理とオ
ンラインでの情報共有を目的とした無
料の文献管理ツールで、多数の文献管
理を必要とする学生や教員からも注目
されています。

　例年同様、今回の講習会でも、はじ
めてMendeleyを使う学生やパソコン
の操作が苦手な学生にも気軽に参加し
てもらえるように、前半で講師の説明
のもとでアカウントの取得からプラグ
インのインストールを行い、後半で実
際の文献の管理方法までMendeleyの
使い方を一通り習得する2部形式で実
施しました。
　開催後のアンケートでは、この講習

会について「非常に役に立った」「役
に立った」との回答が全体の89％を
占めました。また、今回の講習会で
役に立った内容では、今回はじめて
Mendeleyを使ったという受講者の82％
が「Mendeleyのセットアップ」と回
答しており、多くの受講者に満足して
もらえる結果となりました。

（附属図書館）

開催告知ポスター

附属図書館で「Mendeley（メンデレー）」
オンライン講習会を開催
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部局ニュース

　国立大学の新しい中期計画に伴って
研究活動を再定義すべく、スラブ・ユ
ーラシア研究センターでは4月から
「生存戦略研究」というプロジェクト
が始動しています。米欧中心の世界秩
序が退潮する中で移行期的な危機が頻
発しているとの認識からこのプロジェ
クトを昨年から構想していたところ、
ウクライナ戦争が勃発し、事態の急変
にいささか戸惑いながら当センターで
は、4月を待たずして様々なセミナー
を催してきました。今年の夏期シンポ
ジウムは、この「生存戦略研究」で最
初の国際シンポジウムとなります。
　ヨーロッパの植民地帝国に関する研
究では過去10年ほど、各帝国に反抗す
る人々が、1870年代からグローバル化
が急速に進展する中、治安機関の追跡
から逃れる過程で、様々な地域出身で
同じ境遇の個々人と接触を繰り返し、
水平方向のネットワークをつくり、コ
スモポリタンな主体を獲得していたこ

とに関心が集まっています。今回のシ
ンポジウムでは、こうした近年の史学
史上の変化を「アナーキスト的転回」
と名付け、ロシア帝国とソ連を世界史
の時空間に置くことを試みました。そ
して、抵抗する小さな人間の水平方向
の連帯と垂直方向にそびえ立つ国家権
力（帝国と国民国家）が複雑に絡まり
合いながら20世紀を形作ってきた側面
に着目しました。
　7月7日（木）・8日（金）に開催した
今回のシンポジウムは、感染対策に万
全を尽くした上で、観客は入れず、対
面とZoomを併用する方式で行いまし
た。2年ぶりの対面会議とあって、会
場に集まった20名ほどの報告者と討論
者は、議論や会話を大いに楽しみまし
た。また、オンラインでも30名ほどの
参加があり、どのセッションも活況を
呈しました。
　ウクライナ戦争で冷戦後の国際秩序
が終わったという議論を最近とみに聞

きますが、この戦争はもっと長期的な
地殻変動と連関しているのではない
か、それは19世紀末から始まる「長い
20世紀」の終焉を告げているのではな
いか、「新冷戦」ではなく何か新しい
ものが生まれつつあるのではないか。
各集団や個々人は、それぞれの時期に
どのような言葉、概念、行動を駆使し
て大きな支配秩序に抗いながら、生き
延びてきたのか。そのようなことを考
え、意見を交わしていた折も折、2日
目午前のセッションの終わりには、安
部元首相銃撃のニュースが飛び込んで
来ました。2022年は、世界が深い混乱
に陥っていく転換点として歴史に刻ま
れるかもしれません。「生存戦略研
究」を立ち上げたことについて緊張感
と責任感を新たにしました。

（スラブ・ユーラシア研究センター）

会議終了後の充実の表情

スラブ・ユーラシア研究センター夏期国際シンポジウム
「アナーキスト的転回？長い20世紀における帝国支配と抵抗」開催
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部局ニュース

　7月9日（土）及び10日（日）の2日
間にわたり、情報基盤センター・サイ
バーセキュリティセンター等が主催す
る「Security College for Youth 2022
（SC4Y）step1」を、情報基盤センタ
ー南館で開催しました。
　本イベントは、北海道地域における
情報セキュリティ意識の向上と情報セ
キュリティ人材の育成を目的として、
産官学連携組織である北海道地域情報
セキュリティ連絡会と共に主催し、一
般社団法人LOCAL・北海道情報セキ
ュリティ勉強会・（公法）公立千歳科
学技術大学・北海道ハイテクノロジー
専門学校の協力のもと、17名が参加し
ました。

　1日目は、北海道警察による「情報
倫理」の講義の後、管理者としてサイ
バー攻撃から購買サイトを守る競技仕
立てのシミュレーション「Hardening」
の簡略版である「chobi hardening」を
体験したのち、既知脆弱性の検証を通
じて研鑽を深める「Webサーバ脆弱性
対応演習」が行われました。2日目
は、視点を変え、「インシデントハン
ドリング」と呼ばれている、攻撃に遭
った後の対応や事後処理などを模擬的
に体験する演習の後、1日目と同じ
「chobi hardening」に再度挑み、研鑽
の成果を確認しました（写真提供：一
般社団法人LOCAL）。なお、新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止策とし

て、参加人数の制限・事前の感染防止
対策周知・入館時の検温・消毒・一部
オンライン会議システムの併用等を行
いました。
　本イベントは今年度のSC4Y活動の
第1段階（step1）であり、今後、サイ
バー攻撃への防御や対処に資する技量
を磨くためのイベントを年度内に複数
回実施予定です。
　情報基盤センター・サイバーセキュ
リティセンターは、SC4Y等の社会的
活動を通じ、地域のサイバーセキュリ
ティ水準の向上や意識啓発に、今後も
貢献してまいります。

（情報基盤センター）

北海道警察「情報倫理」講義 “chobi hardening”概要

1日目と2日目の結果
写真提供：一般社団法人LOCAL

情報基盤センター・サイバーセキュリティセンターが
「Security College for Youth 2022　step 1」を開催　
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部局ニュース

　7月1日（金）に、北方生物圏フィー
ルド科学センター北管理部の主催で、
「第1回 北の森林（きたのもり）サイ
エンスCAFE」を開催しました。これ
まで北管理部には市民が集まるスペー
スがなかったのですが、4月に完成し
た新棟には十分な講義室があり、開催
が可能となりました。
　サイエンスCAFEでは、東川町にあ
る木と暮らしの工房・代表の鳥羽山聡
さんから「白樺プロジェクト―森林と
生活者を結ぶ」、本センターの吉田俊
也教授から「大学―地域のつながりで
広がる森林研究」という演題で講演が
ありました。
　鳥羽山さんの話では、シラカンバは

北海道を代表する樹木であるにもかか
わらず、林業界ではこれまであまり利
用されてこなかったこと、白樺プロジ
ェクトでは、付加価値がついた形でシ
ラカンバを材料にした家具などが製品
化していること、シラカンバは幹の部
分を木材として利用するだけでなく、
枝葉や樹液、樹皮など一本丸ごと利用
できることなどの紹介がありました。
また、吉田教授からは、実際にシラカ
ンバの種子や芽ばえを手にしながら、
シラカンバの生態的な特性や、北大研
究林でこれまで行われてきた自然の力
を利用したシラカンバの森づくり方法
に関する研究紹介がされました。
　イベントには、道北地域の民間や自

治体の林業関係者、森林で取れる材料
を利用して制作活動をしている作家、
登山ガイド、大学院生など、多様なジ
ャンルの方が合計20名以上参加しまし
た。
　講演の合間には、研究林産のシラカ
ンバを使って作られた椅子や机がある
コワーキングスペースにおいて、コー
ヒーを飲みながら議論に花が咲いてい
ました。今後も、サイエンスCAFEは
定期的に開催し、他分野にわたる森林
関係者が北国の森やそこで行われてい
る様々な活動について理解を深める場
となればと考えています。

（北方生物圏フィールド科学センター）

木と暮らしの工房・代表　鳥羽山聡さんの講演の様子 北管理部長　吉田俊也教授の講演の様子

コワーキングスペースにおいてコーヒー片手に語り合う様子 サイエンスCAFE受付

第1回北の森林サイエンスCAFEを開催
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オーバーライドして入力

■お知らせ

　文部科学省共済組合資格に係る被扶養者の要件の確認を本年9月中に行います。
　ついては、現在認定を受けている被扶養者の資格確認に必要な書類※を被扶養者申告書に添付の上、所属している部局等
の共済事務担当係へ速やかにご提出ください。
（※ 資格確認に必要な書類とは、所得に係る証明書類や住民票謄本及び在学証明書などの公的な書類のことです。）
　また、転居により被扶養者の住所に変更が生じている場合は、本確認とは別に記載事項の変更に係る手続きをしてくださ
い。住所に誤りがある場合、国家公務員共済組合連合会より送付される「ねんきん定期便」が正しく届かない場合がござい
ますのでご注意ください。（組合員の住所変更時も同様です。）
　なお、被扶養者申告書に現在使用中の組合員証等の添付は不要です。被扶養者の要件の確認に係る詳細は各部局等の共済
事務担当係までお問い合わせください。

（文部科学省共済組合北海道大学支部）

被扶養者の要件の確認
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オーバーライドして入力

■■表敬訪問

海外

（国際部国際連携課）

年月日 来　訪　者

ハワイ大学マノア校（アメリカ合衆国）　柳町 隆造 名誉教授 今後の交流に関する懇談4.7.254.7.25

来 訪 目 的

柳町 隆造 ハワイ大学マノア校名誉教授（左から3人目）
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人事

■人事

令和4年8月1日付発令

新　職　名（発令事項） 氏　　　名 旧　職　名（現職名）

【教授】
大学院工学研究院教授
北海道大学病院教授
国際連携研究教育局教授

伊　藤　真由美
向　野　雅　彦
ROWLANDJONES SARAH LOUISE

大学院工学研究院准教授
（採用）
（採用）

新任教授紹介

工学研究院教授に

環境循環システム部門
資源循環工学分野

伊藤　真由美　氏
い とう ま ゆ み

生年月日
　昭和46年7月23日
最終学歴
　北海道大学大学院工学研究科博士後期課程修了（平成12年3月）
　博士（工学）（北海道大学）
専門分野
　地球資源工学、リサイクル処理工学、選鉱学

北海道大学病院教授に

リハビリテーション科

向野　雅彦　氏
ひこまさむかいの

生年月日
　昭和53年10月4日
最終学歴
　慶應義塾大学大学院医学研究科博士課程単位修得退学（平成21年3月）
　博士（医学）（慶応義塾大学） 
専門分野
　動作分析、活動モニタリング、生活機能統計

国際連携研究教育局教授に

バイオサーフィス創薬グローバル
ステーション（オックスフォード大学）

SARAH LOUISE ROWLAND-JONES　氏
ローランドジョーンズサラ ルイーズ

最終学歴
　英国　オックスフォード大学　博士課程修了（平成7年10月）
　免疫学博士（オックスフォード大学グリーンカレッジ） 
専門分野
　臨床免疫学

令和4年8月1日付
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■訃報

名誉教授　加藤　　誠　氏 
（享年90歳）

　名誉教授　加藤　誠　先生が令和4
年6月26日にご逝去されました。
　加藤先生は、昭和7年3月21日に宮城
県で生まれ、同29年3月金沢大学理学
部地学科を卒業後、総理府に着任さ
れ、同31年4月北海道大学理学部地質
学鉱物学専攻修士課程に入学し、博士
課程に進まれた後、同37年に理学博士
の学位を取得されました。その間、昭

和34年から1年半ほどを英国文化振興
会奨学生としてインペリアル・カレッ
ジ・ロンドンに留学しておられます。
昭和36年6月に同教室層位学講座の助
手に着任され、昭和45年に同助教授、
昭和56年に同教授に昇任されました。
平成7年3月に退職された後も国際協力
機構（JICA）のインドネシア派遣専
門家、札幌国際大学教授、スウェーデ
ン地質学会終身会員、北海道スウェー
デン協会会長、北海道日英協会理事な
ど国内外において地質学の教育と普及
に従事されました。加藤先生はまた、
スウェーデン・ストックホルム大学、
中国地質大学、中国科学院南京地質古
生物研究所、オーストラリア・クイー
ンズランド大学、ベルギー・リエージ
ュ大学、ドイツ・フランクフルト大学
などの客員教授としてご尽力されまし
た。
　研究面では、北海道大学において故

早坂一郎、湊　正雄両先生の指導を受
けられた後、中・古生代の地質、特に
サンゴ化石など古生物学研究で多大な
功績をあげ、国際的に評価される業績
を残さました。一方で、地盤・地震な
どに関する応用地質分野や防災行政面
でも貢献されるなど、古生物学以外の
分野でも後世に残る活躍をされまし
た。加藤先生の一連の研究成果に対し
ては、昭和45年日本古生物学会学術賞
（日本古生物学会）、昭和55年日本地
質学会小藤賞（日本地質学会）、昭和
63年日本地質学会論文賞（日本地質学
会）が授与されております。
　加藤先生の長年にわたるご功績に敬
意を表し、多大なご貢献に感謝申し上
げ、謹んでご冥福をお祈りいたしま
す。
　

（理学院・理学研究院・理学部）

まことか とう
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今月のキャンパス風景はエルムの森です。この日はちょうど芝刈りをしており、暑い日差しの下で作業員を乗せた芝刈り
機があちこちを走り回っていました。刈り揃えられた芝生の中で、すっくと立ち上がる植物が一本。どっしりと根をはっ
たハルニレの大木が成長を見守っているようです。

編 集 メ モ

研究に関連する小物も多数登場研究者の撮影風景

 ● 今年度もAcademic Fantasistaがはじまります
　本学の第一線の研究者が出張講義等を通じて高校生に
研究を伝える「Academic Fantasista（アカデミックファ
ンタジスタ）」。2012年度より北海道新聞社と連携し、本
学の「国民との科学・技術対話」支援事業の一環として

実施しています。2022年度も8月から順次講義を開催予
定です。7月某日、Academic Fantasistaを紹介する新聞
広告用の写真撮影が行われました。広告の完成版は9月
号に掲載予定ですので、お楽しみに。

 ● 9月24日（土）にホームカミングデーが開催される予定で
す。ライブ配信のほか、有観客で行われるイベントもあ
ります。詳細は9月1日（木）に公開予定の下記ホーム

ページよりご確認ください。
　https://www.hokudai.ac.jp/home2022/

背景用にキャンパス風景も何カットか撮影獣医学教育に使われる犬のぬいぐるみ
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